
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 今後の気象・・・気温低めの予想 

仙台管区気象台(6 月 18 日発表)によると、向こう１か月(6/20～7/19)は平均気温 

の低い確率は４０％、とくに１週目(6/20～6/26)の平均気温の低い確率は８０％です。 

 

２ ６月 19 日現在の生育診断圃の生育状況 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜概評＞ 

・いずれの品種も茎数は平年を大きく上回っている。 

・平年と比べ、草丈は短い～並み、葉数はやや多い～多い、葉色はやや薄い～やや濃い。 
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第７号 

中 干 し  
即 開 始 編  

 STOP 籾数過剰！今すぐ中干し！ 

生育診断圃では葉数が 8.5 枚を超え、中干しの目安となる

茎数も十分確保されています。→今すぐ中干し開始！ 

生育が進んでいない圃場でも、千粒重と登熟歩合を確保す

るために、葉数が 8.5 枚になるまでには中干しを開始しまし

ょう！ 

管内では６月１６日、取り置き苗で葉いもちの初発を発生しています。本

田に感染する前に、取り置き苗はただちに撤去しましょう。 

 葉いもち 

 
詳しくは裏面 

 

 

 

しっかり中干ししたいから作溝必須 

 

茎数 
平年⽐ 140％ 

移植日 草丈 茎数 葉数 葉色 備考
（月/日） （cm） （本/㎡） （枚） （SPAD）

本年 5/11 37.5 767 8.9 39.7 中干し中
前年 5/13 36.1 539 7.8 38.3
平年 5/11 37.2 544 8.3 40.4
平年比 ±0日 101% 141% +0.6 -0.7
本年 5/12 34.6 544 9.1 40.0
前年 5/13 38.6 405 7.8 38.8
平年 5/10 39.3 425 8.0 39.2
平年比 +1日 88% 128% +1.1 +0.8
本年 5/9 34.7 633 8.7 44.5 中干し6/19〜
前年 5/12 35.4 564 8.1 45.9
平年 5/9 32.6 532 8.4 44.9
平年比 ±0日 106% 119% +0.3 -0.4

品種 場所 年次

はえぬき酒田市荻島

つや姫 酒田市漆曽根

雪若丸 酒田市前川

6/20 東北南部 梅雨入り 



３ 中干し・・・ねらいを確認して適切に実施 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

４ 病害虫対策 

 

病害虫防除所の発生予察情報では、斑点米カメムシ類の発生量は「やや多い」と予想されて

います。雑草での増殖抑制のため、畦畔・農道等の継続的な雑草対策と本田内の除草を徹底し

ましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

S T O P ！  農 作 業 事 故 ・ 熱 中 症 
休憩をこまめにとりながら、水分補給を行いながら、無理のない作業を 

   

やまがた米づくりナビ（旧称“ｽﾏｰﾄつや姫”） 酒田普及課 LINE 

↑友だち追加 こちらから 

タイムリーに情報発信︕ 

新 QR コード 

新 URL または新 QR コードからのアクセスとブックマークの再登

録をお願いします。 

ご不明な点はJA又は酒田農業技術普及課へ 

https://agrilook.jp/yamagata-mob/login 
新 URL 

（３）根量増加・根の活力促進 

<作業適期カレンダー＞ 

圃場ごとに中干し適期が

確認できる！ 

（４）地耐力の向上 

（１）有効茎数の適正化 

期間：７日～１０日程度 
程度：黒乾亀裂 小ヒビが入るくらい 

※過度の中干しは根の損傷や水持ち不良を招くので注意 

事前に作溝：効果的な中干し、間断灌水期の効率的な水管理、用水の効率的利用 

温暖化のため近年は 9 月初めから刈取適期。適期に刈取開始できるように。 

斑点米カメムシ類 

総籾数の適正化にもつながる（総籾数＝有効茎数×１穂籾数）。適正な総籾数は、天候不順に

よる玄米品質低下や千粒重低下のリスクを軽減させるための必須条件。6 月下旬に出てくる分

げつはほとんど無効分げつ。十分な茎数を確保できていない場合は、千粒重と登熟歩合でカバ

ーする必要があるため、今すぐ中干し開始！ 

【中干しの主な目的・効果】 

【中干しのめやす】 

土壌が酸化的になるため根腐れ回避。十分な根量・根の活力で登熟力(千粒重、登熟歩合)向上。 

令和 7年 7 月 
極端な少雨 

フェーン・台風時の一時的湛水 

（２）土壌中窒素の低減 

余分なアンモニア態窒素が減少し、適期・適量の穂肥が可能（登熟期の暑さに負けないイネ） 

飽水管理への切り替え 

写真 斑点米カメムシ類 

ｱｶｽｼﾞｶｽﾐｶﾒ ｱｶﾋｹﾞﾎｿﾐﾄﾞﾘｶｽﾐｶﾒ 

作溝 


